
第六十五回入学式 式辞                  平成二十三年四月七日 

 
 広島城に桜の咲き誇る今日の佳き日、広島市教育委員会委員長 石井眞治 様をはじめ、

本校に縁のある多くの方々のご臨席を賜るとともに、多数保護者ご家族の皆様のご列席の

もと、広島市立基町高等学校第六十五回入学式を盛大に挙行できますことを大きな喜びと

し、深く感謝申し上げます。 
 三六三名の新入生のみなさん、入学おめでとうございます。皆さんは厳しい入学者選抜

を突破して、本日、基町高等学校に晴れて入学しました。私ども教職員と二，三年生の生

徒は、みなさんの入学を心より祝福し、歓迎いたします。 
本校の校訓は「自主自律」です。そして、その校訓にもとづき掲げている教育目標は、

「学術や芸術文化の習得と探究を通じて、自己の能力や人格を主体的に磨き優れた知性と

品格を身につけるとともに、将来、国内外で人々の幸福に貢献する崇高な志を持った有為

な人物の育成に努める。」というものです。今、私たちの国、日本は未曾有の地震災害に

見舞われ、深い悲しみと困惑の渦中にあります。皆さんもテレビや新聞などの報道でその

悲惨さや事態の深刻さを目の当たりにし、何か自分にできることはないかと考えたのでは

ないでしょうか。被災地から遠くに暮らす若干十五歳のみなさんにとっては、被災者の支

援や復興に今すぐ寄与できることは限られています。しかし、将来に向け、自然災害に強

い都市作り・国作りに貢献するための準備をすることはできます。地震や津波を研究する

地球物理学をはじめとした自然科学、建築・都市工学、情報工学、次世代エネルギーの開

発、あるいは医療や政治など様々な分野において、取り組むべき課題が多くあります。こ

れらの課題が少しでも解決できれば、多くの人々の命と生活を守ることができます。では、

皆さんが今なすべき準備とは、何でしょうか。それは、本校での三年間の高校生活で、自

己の能力と適性を客観的に見極めて進むべき進路を定め、その実現に向かって優れた知性

と逞しい心身を育むことです。皆さんには、まだ自分自身でも気づいていない能力や適性

があります。自分の可能性を過小評価したり、固定的に捉えたりするのではなく、様々な

分野の学問やスポーツ・芸術文化などに挑戦し、全力で取り組んでください。そうするこ

とで新しい自己を発見することができます。また、それは幅広い見識と高い目標や志を持

つことにも繋がります。 
将来の目標を定めたら、現時点の自分の位置を正確に把握し、目標とする地点までのル

ート、すなわち、何にどれだけの時間と労力を掛けて努力する必要があるかを導き出して

下さい。グランドの東端にキックボードが建っていますが、そこには本校のサブモットー

「継続は力なり」という言葉が書いてあります。導き出したルートに沿って、粘り強く努

力を継続することで、必ず目標地点に到達することができます。私は、自分自身の経験か

らも、大きな志に向かって真摯に努力を継続している人には、必ずそれを支援し助けてく

れる仲間が現れると確信しています。壁にぶつかっても、あきらめず、仲間とともに頑張

れば、必ず乗り越えることができます。本校での密度の濃い三年間を信頼できる仲間とと

もに過ごし、生涯の宝となる友情を育んで下さい。本校は、二万五千人の卒業生を輩出し、

本校の前身である旧制広島市立中学校を含め、同窓生が各界で活躍されております。この



同窓生の皆さんも、あなた方を見守り支えて下さいます。 
資源の乏しい国、日本の将来にとって、皆さんのような有能な若者はかけがえのない財

産です。人にはその持てる能力や個性を最大限に発揮して、社会に貢献する責務がありま

す。私たち教職員は、皆さんがそれぞれの果たすべき社会的な役割を見つけ出し、その使

命に誇りをもって取り組んで行く大きな人物に成長するよう全力を挙げて、導き支援して

いきます。 
基町高校のシンボルの樹木は梧桐で、校章にも、その果実と葉がデザインされています。

二年前、校内にあった梧桐を図書館の西側に集め、「桐林」と命名しました。この梧桐に

は古来、めでたい鳥である鳳凰がつねに来たりて宿り、その葉につつまれた実をついばん

でいよいよ気高くなるといわれています。鳳凰は、素晴らしい人物、社会を導くリーダー

を象徴しています。皆さんはこの桐茂る学園で鳳凰となっていく人たちです。今はまだ、

雛かもしれませんが、卒業時には逞しい鳳凰の若鳥となって、巣立っていくことを願って

止みません。本校は素晴らしい校舎施設と立地条件に恵まれるとともに、普通科普通と創

造表現コースが車の両輪となって、お互いに刺激しあい切磋琢磨して成長し、多くの実績

を積み上げてきた伝統ある高等学校です。皆さんは今日から、この基町高等学校の第六十

五回生として、その伝統に新たな１ページを加え、自己の成長とともに本校の益々の発展

を目指してください。 
 終わりになりましたが、保護者の皆様、お子様のご入学、心からお祝い申し上げます。

私ども教職員は、一丸となって指導にあたり、生徒のみなさんの希望進路の確立とその実

現に全力を尽くし、お子様が誇りを持って高校生活を送ることができるよう努めて参りま

す。保護者の皆様におかれましても、本校教育にご理解とご協力を賜りますとともに、お

子様が充実した学校生活を送るために必要なご家庭でのご指導をいただきますようよろ

しくお願いいたします。 
 最後に、本日ご臨席賜り、新入生の皆さんの前途を祝福して下さいましたご臨席の皆様、

ご列席の保護者ご家族の方々に再度篤くお礼申し上げ、式辞といたします。 
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